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は じ め に

　令和５年度「少年の主張島根県大会」の開催にあたり、主催者を代表し、一言ご挨拶申
し上げます。
　はじめに、県内各地区から選出された、16名の発表者の皆さん、おめでとうございます。
また、お忙しい中、来賓の皆様、審査委員の皆様、本大会にご参加いただき、誠にありが
とうございます。
　コロナ禍の３年間、本大会は、動画審査での開催となっておりましたが、今年は４年ぶ
りに、ここ、江津市で、聴衆の皆さんにもご来場いただく形で開催することになり、大変
うれしく思っております。開催にあたり、ご尽力いただいた皆様に、心より感謝申し上げ
ます。
　また、島根県ケーブルビジョン協議会のご協力により県内のケーブルテレビ各局で放送
していただきます。県民の多くの皆さんに「少年の主張」をお届けできることでしょう。
　さて、「少年の主張」は県内中学生による、意見発表の場として開催しており、社会や
世界への意見や未来への希望、家庭や学校生活、地域活動、友達とのかかわりなど、幅広
い意見表明の場となっております。
　今年の４月１日に施行された「こども基本法」は、「すべてのこどもが幸せな生活を送
ることができる社会」を目指して、社会全体でこどもに関する取組「こども施策」を進め
るためにつくられました。この「こども施策」で大切にされている考えのひとつに、「す
べてのこどもが、自分に直接関係することに意見を言えたり、さまざまな活動に参加でき
る」というものがあります。中学生の皆さんには、広い視野と柔軟な発想や創造力などと
共に、物事を論理的に考える力や、自らの主張を正しく伝え、理解してもらう力などを身
に付けることが、一層期待されます。「少年の主張島根県大会」は、これらの契機となる
ことを願い実施するものです。
　この大会に参加いただいた大人の皆さんには、中学生たちの発表を受け止めていただき、
すべてのこどもや若者が、幸せに暮らせる社会の実現に向けた取り組みについて、考えて
いっていただけたらと思います。
　それでは、発表者の皆さん、力をいっぱい、自分の思いを主張してください。楽しみに
しています。

　令和５年11月
青少年育成島根県民会議
会 長　髙橋　憲二
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大　会　風　景

島根県知事祝辞（代読　浜田児童相談所長）

集合写真

江津市長祝辞

開会式 青少年育成島根県民会議会長挨拶（代読　副会長）
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令和５年度（第52回）「少年の主張島根県大会」審査結果表

賞　名 演　題
（テーマ） 地区 学　校　名 学年 氏

ふり

　名
がな

島 根 県 知 事 賞
誰かの「自分らしさ」を

支えるために
（生き方）

雲南 雲南市立木次中学校 3 髙
た か は し

橋りりあ

島 根 県 教 育 委 員 会 
教 育 長 賞

？（え）を　！（あー）に
変える私の工夫

（自己理解の大切さ）
隠岐 知夫村立知夫中学校 2 清

し

水
み ず

ひまり

島 根 県 
警 察 本 部 長 賞

熱くなれ！私
（地域・社会） 仁多 奥出雲町立横田中学校 3 安

や す か わ

川　結
ゆ

月
づ き

青 少 年 育 成 島 根 
県 民 会 議 会 長 賞

私の存在証明
（生き方） 飯石 飯南町立赤来中学校 3 澤

さ わ

田
だ

　煌
こ う め い

明

審 査 委 員 特 別 賞
あなたの「好き」も

教えてください！
（相互理解）

松江 島根大学教育学部
附属義務教育学校 8 片

か た お か

岡　睦
む つ

深
み

〃 伝える勇気、伝わる思い
（生き方） 安来 安来市立伯太中学校 1 栂

と が

瀬
せ

　桃
も も

乃
の

優 　 秀 　 賞 変わらないもの
（地域社会） 江津 江津市立桜江中学校 2 升

ま す も と

本　樹
い つ

希
き

〃 取り扱い注意中
（家族との関わり） 出雲 出雲市立湖陵中学校 2 馬

ま

庭
に わ

絆
き あ ら

有來

〃 歌がもつ力
（生きる力） 松江 松江市立第四中学校 3 山

や ま も と

本　楓
ふ う

花
か

〃 八文字で伝える気持ち
（家族） 出雲 出雲市立平田中学校 3 椱

えのき

谷
だに

　陽
ひ な

菜

〃 どう思う？どうしたい？
（自己改革） 益田 益田市立小野中学校 3 斎

さ い と う

藤　来
く れ

羽
は

〃 思いやりのある会話
（社会福祉） 浜田 浜田市立金城中学校 2 花

は な

田
だ

　愛
ま な

実
み

〃 主人公
（どう生きるか） 鹿足 吉賀町立六日市中学校 3 長

な が ふ じ

藤　伊
い

織
お り

〃 応援の力
（人とのかかわり） 邑智 邑南町立石見中学校 2 三

み

浦
う ら

　萌
め

衣
い

〃 当たり前にありがとう
（感謝の気持ち） 江津 江津市立江東中学校 3 安

あ

部
べ

　愛
ま な

美
み

〃 一つの灯火
（反戦・生命） 大田 大田市立大田西中学校 1 辻

つ じ

　瑚
こ の み

乃美

※　審査委員特別賞、優秀賞については、発表順に記載しています。
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　「かわいそう」と私が何気なく発している言
葉は本当にその人の心に寄り添っているのだろ
うか。ヘアドネーションについて知るうちに私
の中に疑問が生まれました。
　小学３年生の秋、私は、科学作品展の展示物
でヘアドネーションを知りました。ヘアドネー
ションとは、病気や事故などによって髪を失っ
た子ども達のために寄付された髪の毛を使って
ウィッグを作成し、無償で提供する活動のこと
です。ウィッグが必要な子ども達がいると聞い
たとき、まず私は、髪がなくて「かわいそう」
だから、協力したい、協力することで、みんな
が幸せになると考えました。切ってしまったら
ゴミでしかない髪の毛が、知らない誰かを笑顔
に出来るプレゼントになるのです。そこで、３
年かけて、ヘアドネーションの規定である31セ
ンチ以上に伸ばした髪を、小学校卒業を機に
切って、ウィッグを作成している団体へ送りま
した。その時は、大切に伸ばしてきた髪の毛が
やっと誰かのためになる、人のために行動がで
きたという、うれしさと達成感に包まれました。 
　しかし、同時に、なぜウィッグを被るのだろ
うかという思いもありました。ヘアドネーショ
ンについてさらに調べるうちに、病気や事故な
どによって髪を失うことは誰にでも起こりうる
ことだと知りました。もし、私が同じ立場になっ
たら、どのように接してほしいだろうか。そう
考えて初めて「かわいそう」という言葉は、な
んだか他人事で自分たちとは違う存在と言われ
ているような心がチクっとする言葉だと感じま
した。また、「髪はあるほうがいい」という考え
が前提にあるこの言葉は、髪を失った自分自身
を否定されているようにも感じると思いました。

「周りと違ってかわいそうと思われたくない」そ
の気持ちから私だったら、ウィッグを被ること
を選択します。私が、何気なく思っていた「か
わいそう」という言葉は、自分が当事者であれ
ばかけてほしくない言葉だったのです。

　私は、ヘアドネーションに取り組んだことで、
心の根っこに「人と違うことは恥ずかしいこと
だ、人と同じであるのがよいことだ」という思
い込みがあったことに気づくことができました。
ウィッグを被っている人の中には、周りの人か
ら「かわいそうな存在」「自分たちとは違う」そ
う思われたくないという気持ちから被っている
人もいるのではないか、もしかしたらへアドネー
ションが必要とされる背景には、社会の中に「周
りと同じにしなければならない」という雰囲気
があるのかもしれないと考えました。もし周り
と違う立場になった時に、周りに合わせる努力
をしなければ生活しにくかったら、悲しく生き
づらいと思います。ウィッグを被りたくない人
は人の目を気にせず、ありのままでいられて、
ウィッグを被っていた方が自分らしく過ごせる
人はウィッグを被る。ヘアドネーションは、周
りに合わせるためではなく、自分らしさを支え
るためのものであってほしいと思います。
　私は今、２回目のヘアドネーションに向けて
髪を大切に伸ばしています。誰かを笑顔にした
いという気持ちは小学生のころから変わってい
ません。しかし、昔のように「かわいそうだか
ら」ではありません。「誰かの自分らしさを支
えたい」という思いで伸ばし、規定の31センチ
を超えました。31センチの髪の毛は、ショート
ヘアのウィッグになるそうです。そこで、次は
ロングヘアのウィッグが届けられるよう、高校
卒業まで伸ばそうと決めました。
　ヘアドネーションを通して、人には、いろい
ろな在り方や事情があり、それぞれの人が、様々
な思いを抱いて生きているということを学びま
した。だから私は、これからもっとたくさんの
ことを学び、相手の思いや背景に目を向け、そ
の人らしさを支えられるようになりたい。そし
て、誰もが生きやすい社会にしたい。大きな願
いではあるけれど、自分にできる小さな一歩か
ら行動していきます。

島根県知事賞

雲南市立木次中学校
３年　髙橋　りりあ

誰かの「自分らしさ」を支えるために

令和５年度「少年の主張島根県大会」発表作品
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　小学生のころの私は周りとうまくいかなかっ
た。

「なんでこっち来るの？」
「？（え）」
「ひまりの存在する意味がわかんないんだけ
ど。」
　そう言われても、何も言い返せなかった。な
ぜそう言われるのかわからなかった。学校に行
くのが恐ろしくなった。
　そんなときに私は、自然の中で自由に過ごせ
る学びの場と出会いました。私はそこで初めて
私と同じように、周囲とうまくいかず、生きづ
らさを抱えている人がいることを知りました。
自分だけではないことにほっとしました。学校
では誰とも話せなくなっていた私にとって、そ
こが救いの場となりました。
　自然の中で、少人数で学べる場所が自分には
合っていると思った私は、中学進学を機に、知
夫村に島留学することに決めました。きっと今
度はうまくいく。わくわくしながら東京から知
夫中にやって来ました。しかし、ここでもうま
くいきませんでした。どうして友達の輪に入れ
なくなってしまうのか、考えても考えてもわか
りませんでした。このままでは小学校のときと
同じになってしまう。悩んだ末、私は勇気を出
して友達に聞きました。友達は言いにくそうに
しながらも、きちんと言葉にしてくれました。

「自分の思ったことをよく分からないまましゃ
べってるんじゃない？ひまりの思いとは違う風
に伝わることがあるよ。誤解されるよ。」
　伝わらない？誤解される？　
　あーそういうことだったのか！私の言葉は相
手に伝わりにくく、誤解されやすい。私が周囲

島根県教育委員会教育長賞

知夫村立知夫中学校
２年　清水　ひまり

？（え）を　！（あー）に変える私の工夫

とうまくいかない理由を知りました。それから
の私は、自分の思いを正確に相手に伝えるため
の工夫をし始めました。人に何か言うときには、
すぐに言葉にせず、頭の中で考える。この言葉
で合っているのか？これを言ったら相手はどう
思うのか。人の思いをくみ取ることが苦手な私
は、相手の表情をしっかりと見る。「？」とい
う顔をしたら、言い直して「！」になるまで言
葉を探す。こんなことしなくても、普通にしゃ
べれば伝わるのが当たり前だと思われるかもし
れません。しかし、私にはこの工夫が必要なの
です。正直、疲れます。へとへとです。何とな
く過ごしても、周りの人とうまくいく友達がう
らやましくて落ち込むこともあります。パニッ
クになってしまうこともあります。けど私は、
逃げない。

「ひまり、変わったよね。」
　友達のこの一言が、心の底から嬉しかった。
私の思いが伝わり始めています。友達と関わる
中で、私は今、自分を少しずつ知り始めていま
す。
　今、生きづらさを抱えている人はいません
か？
　自分を知ることから始めませんか？
　そうすれば、あなたの日常が少し楽になるか
もしれませんよ。
　私は将来、生きづらさを抱えている子供たち
の学びをサポートする仕事をしたいと考えてい
ます。私はこれからもいろんなところにぶつか
り、傷つき、落ち込むこともあるでしょう。し
かし、今私がしている「？」を「！」に変える
工夫が誰かの役に立つ。そんな日を夢見て、私
は今日も立ち上がる。
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　私が小学校６年生の時、１年生は入って来な
くなり「人数が減っていく」という現状を目の
当たりにしました。私の母校、鳥上小学校は、
来年の３月、廃校になります。
　６月、最後の運動会が行われ、久しぶりに母
校を訪れました。懐かしい気持ちと、「廃校」
になるというまだ実感の湧かない不思議な気持
ちを抱えながら、中学生の私達は一緒になって
準備を手伝い、競技に参加しました。
　高校生からおじいさんおばあさんまで、たく
さんの卒業生も見に来ていて、大声援に会場が
沸きました。ずっと変わらない、地域のみんな
が集まる運動会。この温かい風景がなくなるな
んて…。最後の玉入れ、最後の綱引き、最後の
リレー、最後の…こんなにも全てのものに「最
後」がつくなんて…。しだいに、悲しみが、私
の心の奧からこみ上げてきました。
　でも、小学生のみんなは、「熱くなれ鳥上っ子」
のスローガンのもと、悲しさなんて感じさせな
い真剣な表情でがんばっている。苦手だったは
ずのことにも自分の力で挑戦している。鳥上っ
子たちは「自分たちの最大限をやりきろう」と
している。ああ、そうか。「熱くなれ鳥上っ子」。
これは、私を含め、すべての「鳥上っ子」に向
けられた言葉だったのです。
　いつでもどこでも声を掛け合えるふるさとの
温かさと優しさに、私は15年間育ててもらいま
した。そのふるさと鳥上から小学校が消えてい
く。子どもたちの声も、チャイムの音も。仕方
ないとはわかっていても、このまま寂しいだけ
では、終わらせたくありません。「熱くなれ鳥
上っ子」。今度は、私が、私達が頑張っていく
番なのです。
　全国で年間約450もの学校が廃校となる中、
たくさんの学校が活用されていて、私の母校も
一部施設は使われる予定だと知りました。でも

使ってくれる人がいなければ意味がない。そう
感じた私は、鳥上小学校の卒業生のみんなと地
域の人たちとで、今年の夏、一つのイベントを
企画しました。
　７月の初めから企画を練り、準備を重ね、い
よいよ本番。「いつでも手伝うけんねぇ。」不安
と焦りを感じる私たちにとって、周りの大人た
ちの言葉が支えでした。イベントが始まると同
時に、地域の小さな子や近所の人が押し寄せ、
私たち中学生が考えた肝試しのブースにも長い
列ができました。「楽しみにしてきたよ。」と他
県から駆けつけてくれた人もいました。みんな
の笑顔と、「がんばっちょうねぇ。」そんな一言
一言がこんなに嬉しく感じられたのは初めてで
した。時間はあっという間に過ぎ、最後の打ち
上げ花火は今までで一番綺麗で、ずっと私の心
に残っています。
　「楽しんでもらいたい」思いからスタートし
たイベントを通して、地域の良さをもっと感じ
られた。もっともっと地域の人とのきずなが生
まれた。そして、自分たちが声を上げれば、中
学生でもできるのだといううれしさは、私の自
信になりました。
　私たちの声には力がある。その声をつないで
くれる人がいれば、笑顔が広がる。そのことを、
みんなに知ってほしい。そして、この一歩を次
につなげたい。失敗してもいい。何年かかって
もいい。この取組を少しずつ大きくして、たく
さんの人に「知ってもらう」「来てもらう」そ
してまた「来たいと思ってもらえる」。そんな
楽しいことがいっぱいな鳥上にしていくこと
が、私が熱くなって取り組みたい夢になりまし
た。私は私の最大限をやりきるために、挑戦し
ていきます。もっと、もっと、熱くなれ！私。
鳥上の未来のために。そして、みんなのふるさ
とのために。

島根県警察本部長賞

奥出雲町立横田中学校
３年　安川　結月

熱くなれ！私
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　初秋の候、本日は私澤田四幸の活弁にお越し
下さり、関係者出演者一同に成り変わり厚く厚
く御礼申し上げます。この作品はもはやみなみ
なさまのものでございます。我が子を送り出す
気持ちでお届けいたします。この作品みなさま
に愛していただけましたら我ら歓喜雀躍身の幸
せ本日のみならずこれから上映いたします作品
とともによろしくお願いいたします。
　これは私が職業としている活動写真弁士、通
称活弁士です。活弁は、音のない映画に声を吹
き込むものです。活弁との出会いは、小学校４
年生の頃でした。活弁士が音のない映画に声を
つけた途端、心に衝撃が走ったのです。小さい
頃、色々なものに声を吹き込んで遊んでいたこ
とを思い出しました。自分の天職のように思え、
気持ちより先に行動し、頭を下げて「活弁をさ
せてください」とお願いをしていました。それ
から、毎晩、活弁の映像を見て場面の暗記、配
役ごとに声色を変える練習を行いました。そし
て、２ヶ月足らずで初の依頼がありました。僕
の晴れ舞台となるその日、とんでもない失態
を犯しました。台詞の台本を忘れてしまったの
です。どうしようもないまま自分の出番に。無
声映画の動きに合わせながら焦って喋っていま
した。とにかく頭の中に出てくるよりも早く口
から言葉をつむいでいました。すると、台詞に
とらわれない自由な発言によってか、観客から
は大きな拍手が。「今日の公演に来て良かった。
君が次世代の長太郎さんだ」と嬉しい言葉もか
けてもらい、公演は大成功に終わりました。長
太郎さんとは、飯南町の活弁士、吉岡長太郎さ
んです。その文化を受け継いでいることが誇ら
しいです。
　その矢先、「活弁っていいよな。喋っている
だけで褒められて、テレビで注目されて。」と、
友だちが笑いながら言ってきました。その言葉
に腹が立ち、反論しようとしましたが、なぜか
できませんでした。その頃、「一つのことしか

青少年育成島根県民会議会長賞

飯南町立赤来中学校
３年　澤田　煌明

私の存在証明

できないなら、そこをどけよ」と部活動の先輩
から言われていたことがフラッシュバックしま
した。様々な準備が整ったところで自分が喋っ
ているだけ。そう思うと、「俺みたいに得意な
ことが一つあっても他のことができないやつ
は、いずれ社会でも通用しない、自分は役に立
たない男だ」と自分を責めるようになりました。
活弁を誉めてもらう言葉や取材があることが次
第に嫌になり、ついには活弁をやめようかと思
う時期もありました。
　そんな時に転機が訪れました。冬の寒い日に
サロンでおこなった活弁は今でも忘れません。
その日も僕の気持ちとは裏腹に、活弁は大成功。
公演直後に、おじいさんが車椅子を走らせ近づ
き、言葉をくれました。ただ喋っているだけの
私に。「君の活弁には本当に元気をもらったよ。
喋っているだけ、それで十分だ。私の気持ちを
もらってくれないか」この言葉に私は泣きそう
になりました。なぜそこまでしてくださるのか。
僕は何もしていないのに。おじいさんは手を握
り、「君にはまだ経験することがある。この手で、
この話術でこの活弁を多くの人に見せてやりな
さい。そうすれば、君を見に来た人たちは素晴
らしい経験を得ることができるのだから」と言
い残しその場を立ち去られました。私は涙が止
まりませんでした。でも、この涙はこれまでと
一味違っていました。あのおじいさんの言葉は、
私のこれからの未来へ羽ばたくための期待や応
援だったような気がします。誇りをもって活弁
士を続けるための大きな言葉になりました。
　私は、部活動の野球、本気になって取り組ん
だ英語など思うようにいかない時がたくさんあ
りました。私のように誰にも思い通りにいかず、
悩んだり自暴自棄になったりすることがあると
思います。今の目標は、活弁士という職に自信
をもって、多くの人に活弁を知ってもらうこと
です。
　ご清聴ありがとうございました。
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　皆さんの好きな色は何ですか？好きな食べ物
は？好きな教科は？その、たくさんの「好き」が、
皆さんの自分らしさを作っています。

「むっちゃんこれがいい！このランドセルがい
い！」
　幼稚園年長の私は、水色のランドセルについ
た大きなリボンに一目ぼれしました。母は、「６
年生になっても使うものだよ？大丈夫？」と、
別のランドセルにして欲しい様子でしたが、頑
固な私に最後には折れてくれました。三姉妹の
末っ子で、姉のお下がりが定番だった私は、自
分だけのランドセルに心を弾ませていました。
　しかし、入学して少したった頃、母の心配が
的中しました。下校中、後ろから「何であれを
選んだと思う？普通選ばないよね。」と何人か
の声がしたのです。振り返ると、私のことを見
て話していました。あれ、というのは私の大切
なランドセルのことでした。泣きながら走って
帰りました。
　ねだって買ってもらったので母には言えずに
いると、一番上の姉が気付いて声をかけてくれ
ました。訳を話すと、姉は「むっちゃん、私の
ランドセルと交換したい？」と聞いてきました。
中１の姉のランドセルは、当時誰も使っていま
せんでした。ピンクで、小さなハートの飾りが
ついていて、姉の好きが詰まっています。姉は、

「使っても良いけど、好きなものを好きだって、
胸を張って使うことも大切だよ」と言い、「お
母さんは心配して色々言っていたけど、今のラ
ンドセル、むっちゃんらしさが詰まっていて素
敵だと思うけどな」と励ましてくれました。
　「普通じゃない」という人からの視線におび
え、好きなものを好きだと表現できないことは、
誰もが体験したことがあると思います。同じよ
うに、「これは普通ではない」や、「こうするこ
とが普通なのに」と、自分の価値観を誰かに押
しつけてしまうこともあると思います。
　私は、「好きなものは自分らしさの表れ」だ

と思っています。あのとき姉が差し出してくれ
たピンクのランドセル。それは姉の好きが詰
まっていてとても素敵です。けれどそれは私の
好きではないのです。私の好きは、そして私ら
しさは、あの水色のランドセルにだけ、ぎゅっ
と詰まっているのです。
　「好きなものを好きだって、胸を張って使う
ことも大切だよ。」姉の言葉に勇気をもらった
私は、「普通ではない」と言われた、自分のラ
ンドセルを使い続けることにしました。あれか
ら８年。自分がどう思われるのか気になり口を
つぐみそうになる時、陰口が気になり行動でき
なくなりそうな時、あの姉とのやりとりが背中
を押してくれるのです。
　そして、大好きなランドセルを使い続けた私
は、その人らしさが表れているものを見つける
と嬉しくなり、「これは何？どんなところが好き
なの？」と、話しかけるようになりました。自分
の好きを大切にできたら、誰かの好きも大切に
したいと考えられるのではないでしょうか。互
いの好きや違いを尊重しあえれば、誰もが自分
らしく生きられる社会になっていくと思います。
　私たち三姉妹が喧嘩をすると祖父はよく「君
は君　我は我なり　されど仲良き」と言いなが
ら私たちの間に入ってくれていました。武者小
路実篤という作家の言葉だそうです。お互いを
尊重し合い、その上で仲良くすることをすすめ
ているのです。自分らしく生きて、さらに人と
のつながりも大事にしていくことで、生活がよ
り楽しくなっていくのだと思います。誰もが怯
えず、様々な価値観のもとで心地よく暮らして
いくには、温かなつながりを作る努力もそれぞ
れに必要です。
　小学生の私が聞いた「何であれを選んだと思
う？」という声に、今の私なら笑顔で胸を張っ
てこう答えます。「私の好きが詰まっているか
らです。あなたの好きも教えてください。そし
て仲良くしてください。」

審査委員特別賞

島根大学教育学部附属義務教育学校
８年　片岡　睦深

あなたの「好き」も教えてください！
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　本当に大切なものは目には見えない。「星の
王子さま」に出てくる言葉です。目には見えな
いからこそ、大切な事は言葉で伝えないと伝わ
らないと私は思うのです。
　私の話し方に違和感を感じた人はいますか。
私は言葉が詰まったり最初の言葉が連続して出
たりする吃音障がいです。人によって症状の度
合いが違ったり、緊張や環境の変化で症状が出
る人もいます。私は普通に話せる時期もあれば、
詰まって思うように話せない時期もあります。
　吃音は、小学生になる頃にはほとんどの人が治
るそうですが、大人になっても百人に一人の割合
で見られ、決して珍しい障がいではありません。
　カウンセリングや言語訓練などありますが、
医学的な治療法は見つかっていません。
　私は吃音の事で傷ついたり、辛い思いをして
きました、という話がしたい訳ではありません。
　私の様に吃音や見た目では分かりにくい障が
いを持っている人には伝える勇気を、その周り
の人には伝わる思いがあるということを知って
ほしいです。
　吃音が出始めたのは小さい頃からで、笑われ
たり、話し方の真似をされたりすることがあり
ました。自分自身があまり気にしていなかった
し、その人が私を傷つけようとして言っていな
い事はわかるので、いつも笑ってごまかしたり、
気にしないようにしていました。しかし伝える
事の大切さを知る出来事がありました。
　私はバレーボールを始めた時、話していたら気
付くだろうし気をつかわれたくないという思いか
ら、指導者さんに吃音のことを伝えませんでした。
　６年生になって副キャプテンになりました。
試合前に円陣を組んでキャプテンに続いてみん
なに声をかけます。「最初の一点大事にするよ。」
の言葉が詰まって出ませんでした。円陣を組む
たびに詰まるので、指導者さんから「いちいち
詰まるな。言うことぐらい考えておけ。」と言
われ、それから私が円陣で声をかけることはあ
りませんでした。

　悔しくて、悔しくて、「忘れているわけじゃ
ない。考えていないわけじゃない。詰まらない
ように何度も何度も練習した。知らないくせ
に。」と心の中で叫んでいました。「心の中であ
ふれる言葉は、声に出すときっと詰まる。」私
は何も伝える事ができませんでした。帰りの車
の中で、我慢していた言葉が涙となってあふれ
ました。
　コーチはとても厳しいけれど、いつも一生懸
命教えてくださって、練習の後は最後まで残っ
て私たちを見送ってくれるような人です。だか
ら私の吃音の事は知らないんだということはす
ぐに分かりました。
　吃音の事をきちんと伝えていたらきっと分かっ
てもらえたのに。大切な事はきちんと伝えないと
伝わらない。これから先、吃音と付き合っていく
私にとって大きな一歩となる出来事でした。
　伝える事には勇気がいります。簡単な事では
ありません。
　それでも、私に伝える勇気をくれるのは友達
です。私の事を理解してくれる仲の良い友達も、
普段からかったり、口げんかをしたりする男の
子も、私が吃音の事で嫌な気持ちになったり、
困ったりしていると、「大丈夫？」と声をかけて
くれます。みんながかけてくれる言葉は大きな
力になります。そして、辛い思い出になるはず
の出来事がかけがえのない経験に変わります。
　障がいのある人に何と言って声をかけたらよ
いか、どう接したらよいか迷った事はあります
か？その答えは人によって違います。同じ障が
いでも求める事は人によって違うけれど、その

「大丈夫かな」、「何かできる事はないかな」と
いう言葉は相手に伝わります。そして互いの勇
気になります。
　私は、伝える思いと伝わる思いの輪が大きく
なって、みんなで支え合える社会になることを
願います。
　私は伝えたいです。いつも私の気持ちに寄り
添ってくれてありがとう。

審査委員特別賞

安来市立伯太中学校
１年　栂瀬　桃乃

伝える勇気、伝わる思い
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　2009年10月に僕は生まれました。沢山の思い
出に囲まれ暮らしてきたこの桜江が僕は大好き
です。緑豊かな自慢の故郷です。
　家の近くに流れている玉川には、祖父と一緒
によく遊びにいきました。あみを手に、コイや
アユを追いかけて走り回ったり、カニをつかま
えたり、１メートルもあるナマズを捕まえたこ
となんて、思い出すだけで興奮してしまいます。
玉川を見ると、今でもその時の記憶がよみがえっ
てきて、楽しい気持ちになります。しかしそん
な穏やかな川が、姿を変えたこともありました。
　2018年７月、2020年７月、2021年８月、たっ
た４年の間に、３回の水害が起きました。いつ
もは僕のふくらはぎまでしかない穏やかな川の
流れが、普段の様子からは考えられない速さに
変わり、あっという間に、田んぼや畑を飲み込
み、町を湖のように変えてしまったのです。緑
の田んぼが一面に広がる町が、茶色に変わって
いました。いつもとは違う川を目のあたりにし、
涙が出そうになりました。
　その時のことを祖父と祖母に聞きました。「電
気、水道が止まって、飲み水、風呂水などにも
困ったのよ。交通が遮断されて人を救助するた
めに船が出たよ。大きな水害だったけど地域の
方々の早い連絡でみんなが逃げられたんだよ。」

「みんなで力を合わせて家に入ってきた土砂や
濡れた畳などを出したんだよ。自分のことだけ
でなく、周りの人のことも考え、みんなで復旧
を目指したんだよ。」と言っていました。
　中学に入り桜江の防災について学びました。川
の特徴やハザードマップ、洪水に備えるためのダ
ムの働き、人の手で丁寧に点検されている事を
知りました。町の復興も、町を守る仕事もみんな
で力を合わせて続けてきたことを知りました。
　玉川に堤防が作られることになったことを聞
いた時は、「これで災害が少なくなり、僕の好

優　秀　賞

江津市立桜江中学校
２年　升本　樹希

変わらないもの

きな町が守られる」と喜びました。
　しかし、そう思ったのも束の間でした。「堤
防を作るために玉川沿いの家がなくなる」と聞
いたのです。僕の祖父の家の納屋も壊されるこ
とになりました。祖母は、「昔から仲が良かっ
た人が江津にどんどん引っ越していって寂しく
なった。」と言っていました。災害から町を守
りたい。でも、小さいころから見てきた風景は
変わってほしくない。町を守るために、立ち退
きがあり、桜江で一緒に暮らしてきた人が町を
去っていくのは辛いです。
　どんどん変わっていく僕の暮らしてきた町。
物心ついた時から走っているのが当たり前だっ
た三江線も、廃線になりました。これから先も
変わり続けていくに違いありません。そう思う
と、とても悲しい気持ちになります。
　でも、変わり続けていくこの町にも、昔から
変わらないものがあります。それは、桜江に暮
らす人の心です。「おかえりなさい。」「いっちゃ
ん、元気？」「がんばってね。」など、知ってい
る人だけでなく、名前を知らない人から声をか
けてもらうこともあります。いろんな世代の人
と交流する運動会。地域のおじさんたちに習っ
た今田の神楽。この町に暮らす人たちの優しい
心は、今も昔も、全然変わりません。ずっと、
僕を優しく見守ってくれています。きっとこれ
から先も、変わることはないでしょう。
　だから、僕もこの優しい気持ちに、大きな声
でこたえるようにしています。これまで人々が
力を合わせて守ってきた町。受け継いできた人
と人との絆。これからは僕も桜江を守る人の一
人になります。どんなに風景が変わっても、桜
江に暮らす人の心を受け継いでいきたい。繋が
りつづけていきたい。そして今の風景を目に焼
き付けて、守って行きたいです。

「こんにちは、いつもありがとうございます。」
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　あなたはお父さんが好きですか？
　私は、お父さんが「大好き」でした。
　私と父は、親子というより仲の良い友達のよ
うな関係で、一人っ子の私の最大の遊び相手が
父でした。ドライブに出かけたり、モーニング
を食べに行ったり、映画を見たり、毎週のよう
に父と二人で出かけていました。小学校卒業く
らいまでは、毎晩一緒にゲームをして大騒ぎを
したり、友達が遊びに来ると、野球や鬼ごっこ
にも参加してくれたり、いつも本気で遊んでく
れるのです。私にとって自慢の父で、嫌いと思っ
たことなんて一度もありませんでした。
　そんな私でしたが、中学生になった時、突然父
を部屋から追い出しました。同じ部屋で遊ぶこと
ができなくなりました。同じ空間にいると睨んだり

「あっち行って！」
「静かにして！」
暴言を吐きまくりました。まさかこの私にやっ
てくるとは思ってもいなかった反抗期がやって
きたのです。自分でもびっくりしました。何か
きっかけがあったわけでも、父に厳しく注意さ
れたわけでもないのに、父が苦手になりまし
た。同じ空間にいるとイライラしてしまうので
す。目を合わせることも嫌になりました。それ
だけではありません。食事のマナー、歯磨きな
ど、生活の全部に反応してイライラをぶつけて
しまっていました。
　なぜかと聞かれてもちゃんと説明もできなく
て、ただただ嫌に感じてしまうのです。
　今思えば、学校での疲れや、勉強がわからな
いことのいら立ちも全部父にぶつけてしまってい
たと思います。でも、ずっとイライラして無視を
しているわけではありません。映画を見に行くの
は相変わらず父と二人で出かけるし、習い事の
送迎も父がしてくれます。そんな時は同じ空間に
いられるし、会話もできるのです。そうです。都
合のいい時だけ一緒にいることができるんです。
私って相当ひどいことをしている、という自覚も
あります。そんな自分にイライラして、明日から
はちゃんとしようと思うのですが、また父を傷つ

ける言葉や態度の繰り返しなのです。もう自分で
もどうしたらいいのかわからなくて、悲しくなっ
たり、苦しくなったり、怒ったりの毎日です。
　でも、今一番泣きたいのは父だと思います。
暴言を吐かれても、睨まれても、私を怒鳴った
ことは一度もありません。雰囲気を察して、そっ
と部屋を出て行ったこともありました。
　ある日母から、「お父さんはね、今は「絆有
來は取り扱い注意」なんだと思って、反抗期が
終わるのを待ってくれているんだよ。」と聞き
ました。私は、反抗期を治す薬があればいいの
に。と何度も思いました。反抗期が終わる時期
がわかれば少しは楽になるのに、来週かもしれ
ないし、数年後かもしれないし、と思うと、先
の見通しが立たずため息です。
　ただ、一年前よりもイライラは減っていて暴言
も減ったなと思います。しかしまだ以前のような
親子関係には戻れていません。私は急には無理
だけれど、少しずつ努力をするようにしました。

「おはよう」
「行ってらっしゃい」
と言えるように、というか、言うようにしまし
た。これでも、今の私には精一杯の父との会話
なのです。母からは毎日のように、

「イライラの時こそ口角上げなさい。」
と言われているので、意識するようにしています。
　そしてもう一つ、土曜日は父のお弁当を詰め
る係にもなりました。直接言えないことを手紙
にして、お弁当に添えています。たいていはお
願い事ですが…。
　目標は友達親子に戻ることです。イライラ、
モヤモヤとお別れをして、いつか父の顔を見て

「あの時はごめんね。」
と、ちゃんと謝りたいです。今は私の相談相手
は母ですが、いつかまた父になんでも話せるよ
うになりたいし、父の趣味の釣りにも付き合っ
てあげたいと思います。
　わがままだけど、お父さん、その時までもう
ちょっと待っていてね。
　　　　　　　　取り扱い注意中の娘より

優　秀　賞

出雲市立湖陵中学校
２年　馬庭　絆有來

取り扱い注意中
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　みなさんは、歌を聞くとどんな気持ちになり
ますか。アップテンポの明るい曲なら楽しい気
持ち、悲しい曲調なら切ない気持ち、色々な感
情を抱くことがあると思います。ただ、歌を聴
いたら感動して涙するという経験が私にはな
く、実際に泣いている人を見ても不思議な気持
ちでいました。
　思い起こすと私の周りには常に歌が溢れてい
ました。父や母は家や車の中で色々な曲を聴か
せてくれ、一緒に歌い、家でカラオケをするこ
ともよくありました。小学校２年生の時にプラ
バ少年少女合唱隊に入隊してからは、歌に触れ
る機会がますます増え、たくさんの歌を歌い、
先生や先輩たちの素敵な歌声を聴いて過ごしま
した。先生たちの歌を聴いて「すごいな」「上
手だな」と思うことはあっても、やはり感動し
て涙することはありませんでした。
　そんな私を変えたのは、６月に行われたバ
レーボールの松江ブロック大会での出来事で
す。
　常に「この試合が最後かもしれない」という
気持ちで挑む中、とうとう最終日の試合が始ま
りました。初日に負けた中学校との再戦でした。
私たちはその相手に、今まで、なかなか勝つこ
とができず、いつも悔しい思いをしてきていた
ので、「絶対勝ちたい！」という思いでいっぱ
いでした。試合はフルセットまでもつれ、最後
までどちらが勝つかわからない状況でしたが、
初日の敗戦の悔しさをバネに見事勝利を収める
ことができました。
　私たちは大きな声で喜び、互いの頑張りを讃
えあい、最後には応援席に向かって挨拶をしま
した。そのとき、スタンドの１年生が私たちに
向かって大きな声で、三阪咲さんの『繋げ』と
いう曲を歌ってくれたのです。その曲の中の「あ
の日何気なく始まった日々がこんなにも大切

優　秀　賞

松江市立第四中学校
３年　山本　楓花

歌がもつ力

に」という歌詞を聞いた時、これまでの色々な
思い出が一度によみがえり、私はそのとき初め
て歌を聴いて涙を流しました。
　私にとって、何気なく始めたバレーボール
は、いつしかとても大切なものとなっていまし
た。小学校の最終学年は新型コロナ感染症の拡
大のため、大きな大会は中止となり、あまりた
くさんの経験もできないまま引退の日を迎えま
した。その後、中学校の部活動でも思うような
プレーができなかったり、チームの気持ちが一
つにまとまらなかったり、色々なことがありま
した。そんな私にとって、この歌詞は心に響く
ところがあり、感動して涙が流れたのだと思い
ます。歌の歌詞にはひとつ一つの意味が込めら
れており、その情景と自分の体験が重なった時、
さらに、それが素敵なメロディに乗って届いた
時、人の心を動かすのだと強く感じました。
　私たちが生活するなかで、音楽は人と共にあ
り続け、私たちを支えてくれる存在です。東日
本大震災後には、『花は咲く』や『群青』等の
歌が生まれました。私はこれまでこれらの歌を
何気なく歌ってきましたが、改めてこの歌詞ひ
とつ一つを考えながら歌うと色々な風景が心に
浮かびます。その風景が人それぞれの思い出と
重なり、感動を与え、心を癒し、勇気づけてく
れたのだと思います。
　私の所属する合唱隊では、10月に演奏会をひ
かえ、私は「サウンドオブミュージック」の長
男の役に選ばれました。初めてのメインキャス
トです。私は役になりきって、一つ一つの歌詞
にこめられた思いを感じながら、聴く人の心を
ふるわせるような歌を歌いたいです。あのとき
後輩達が歌ってくれた『繋げ』のように。
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　「いってらっしゃい。」
みなさんは、言ってもらう方と、言う方、どちらが
多いですか？

「言ってもらう方が多い」という人。
では、「言う方が多い」という人。
　中学生だったら、

「いってらっしゃい」
と言うよりも

「行ってきます。」
と言って出かけることの方が多いでしょうか。
　私は、断然、言う側です。今朝も

「いってらっしゃい。」
と、母を見送りました。朝早くから仕事にいく母は、
慌ただしい中でも、にっこり笑って、手を振り返
してくれました。

「いってらっしゃい。」
声に出すととても短い八文字の言葉。そこに、

「忙しいのに、朝ご飯を作ってくれてありがとう。」
「仕事、頑張ってね。」
の気持ちを乗せます。
　そんなこと、面と向かって言うのは照れくさいか
ら、伝わっているといいな、と思いながら…。短
い言葉だけれど、その一言を伝える僅かな時間を、
私はとても大切にしています。
　私が、こんな風に、家族と過ごす時間を大切
にするようになったのは、ほんの些細なことから
でした。
　時計の針は、まもなく夜の７時を指そうという
ところでした。その日、家にいたのは祖母と私の
二人だけ。

「ご飯できたよ。」
という祖母の声に、友達とのラインのやりとりに
夢中になっていた私は、

「う～ん…。」
と曖昧な返事をしつつ、ラインを終えられないで
いました。
　しばらくたって、ふと顔をあげると、７時半に
なろうとしている時計とともに、一人で晩ご飯を食
べる祖母の後ろ姿が目に飛び込んできました。
　はっとしました。何で気づけなかったんだろう。
寂しそうな背中。聞こえるのは、天気予報を淡々
と伝えるニュースキャスターの声と、ラインの無機
質な着信音。祖母の背中は、いつもより小さく見
えました。その瞬間、後から後から後悔が襲って
きました。
　慌てて向かった食卓に並べられた、たくさんの
料理を見て、私は決めました。
　一番近くにいて、一番私を支えてくれている家
族との時間を、もっと大切にしよう、と。食事の

時間だけではありません。一日の中で、家族と
過ごす時間は、たとえそれが短いとしても、必ず
あります。その時間を無駄にしないようにしよう、
大切にしよう、と思いました。
　そう決めた次の日の晩ご飯は、とてもおいしかっ
た。
　何だ、たったそれだけのことか。と思いましたか。
　でも、考えてみてください。私が、そしてあな
たが、家族と同じ屋根の下で過ごす時間は、後
どれだけあるでしょうか。数年後には、進学や就
職のために家を出る日がくるかもしれない。
　それに、あなたが「いってらっしゃい」と送り出
した家族が、「ただいま」と帰ってくるのは、当た
り前のことではありません。事故で、災害で…。も
しかしたら、今日の「いってらっしゃい」「いってき
ます」が、最後の会話になるかもしれないのです。
　だから、私は、「いってらっしゃい」を口にする
時間を大切にしよう、もう二度と、祖母をあんな
寂しい背中にはしないと誓いました。
　先日、授業公開日があり、母は仕事を休みまし
た。めずらしく、私が見送られる側です。

「行ってきます。」
と自転車をこぎだす私に、母は

「いってらっしゃい。」
と手を振ります。ちょっと進んだところで振り返っ
てみると、母は、まだ手を振り続けていました。
私の姿が見えなくなるまで、見送ってくれたのだと
思います。
　母の「いってらっしゃい。」の八文字は、「学校、
頑張ってね。無事に帰ってきてね。」というメッセー
ジと、ぬくもりをくれました。「行っていらっしゃい」。
つまり、「行って」そして「帰ってらっしゃい」。私
が帰るべき場所で、家族は待っていてくれる。私
の大切な居場所。
　たった八文字の言葉が、こんなにも私を温めてく
れるなら、私からの「いってらっしゃい。」も、きっ
と伝わっているはずです。この、一瞬に思える会話
も、大切にするべき、家族との大事な時間なのです。
　最近、世の中では、悲しい出来事が後を絶ち
ません。親が子を、子が親を。　
　もし、このたった八文字の短い言葉がくれる、
短いけれど大事な時間に気づくことができたなら、
あのような悲しい出来事は、減っていくかもしれ
ない。そんな簡単なことではないということは、
わかっているけれど、そう思わずにいられません。
　中学生の私にできることは限られています。
　だから私は、明日も、明後日も、その次の日も、

「いってらっしゃい。」
と、そう伝えます。

優　秀　賞

出雲市立平田中学校
３年　椱谷　陽菜

八文字で伝える気持ち
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　「来羽はどう思う？どうしたい？」
そう母に問いかけられるたび、私は言葉に詰
まって、黙り込んでしまいます。本当は、言い
たいことが山ほどあるのに、言葉にできません。
　自分の意見を言ったらどう思われるかな？迷
惑をかけてしまうかな？と考え、言いたいこと
があってもためらってしまいます。
　いつも言いたい放題の弟たちを見ては、本
当、わがまま！と腹が立ちます。私はこんなに
みんなのことを考えているのに、全然思いを言
えないのに、いつも我慢しているのに、私ばか
り……
　言葉を飲み込むことが増え、家族だけではな
く、友達にも自分の思いを言えなくなり、言わ
ない方が楽だと思うようになっていきました。
そして、自分がどうしたいのかもわからなく
なってしまいました。本当は思いがあるのに言
えなくて、苦しくて、思いのまま言える人を見
ると、自分なんて……と自信もなくなりました。
　それからは、大好きなピアノやバレエでも頑
張っているのにうまくいかず、悔しくて、苦し
くて……でも先生にも言えなくて、嫌になって
しまうことも増えていきました。
　悔しい気持ちや苦しさだけでなく、楽しい気
持ちや嬉しさもどう表現したらいいのか分から
なくなり、そのうち学校にいくのもつらくなっ
てしまいました。
　そんな私に母は、

「来羽はどう思う？どうしたい？」
と問いかけます。

「自分で決めなさい。」
と言われれば言われるほど、どうしたらいいの
か分からなくなってしまいます。こんなことを
言ったら迷惑をかけてしまうんじゃないか、私
が決めたことはみんなを困らせるんじゃない
か、いろんなことを考えて、涙が出ます。

優　秀　賞

益田市立小野中学校
３年　斎藤　来羽

どう思う？どうしたい？

　そんな自分に腹が立ち、悔しくてたまらなく
なって、今までためていた思いを母にぶつけま
した。

「私がこれをしたい。こうして欲しい。こう思
うって言ったら、みんなに迷惑かけるでしょ？
迷惑かけられんよ……」
　すると、母は

「迷惑かけん人なんかおらんよ。迷惑をかけた
ぶん人のことを許せる。お互い様なんよ。」
　その言葉を聞いた時に、私はハッとしました。
迷惑かけまいと自分ばかり我慢していると思っ
ていた私は、人のことを許せない人間になって
いたのかもしれません。自分のことも、自分の
考えも認められない私は自分自身を信じてあげ
られなくなって、家族や友達のことも信じられ
なくなっていたと気づきました。　　
　素直に自分の思いを伝えたり、頼ったりする
ことは相手を信頼しているから。だからこそ、
人に頼られたり、人を助けたりできることは喜
びである。でも、それは自分自身を信じていな
ければできないことだと分かりました。
　今、私は自分で決める、ということを心がけ
ています。小さなことですが、何を食べるのか、
何を着るのか、何をしたいのか、自分で決める。
それから、まだちょっと怖いけれど、人に頼る
こと、断られても許すこと、頼られたら協力す
ることにも少しずつ挑戦したいです。普通のこ
とかもしれないけれど、私にはまだまだ難しい
ことです。でも、自分で決めることの繰り返し
が、自分を信じることにつながるはずだから。
自分を好きでいられるように。素直でいられる
ように。自分で選んだ道を進んでいけるように。
少しずつ挑戦します。
　これからも私は問い続けます。

「来羽はどう思う？どうしたい？」
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　もし、今、この世界の音が聞こえなくなった
ら…。そんなことを考えてみたことはありますか。
　難聴、聴覚障害。これらは、耳が聞こえない
あるいは聞こえにくい障害のことです。
　私は中学１年の時に病院で難聴と診断されま
した。今は少しでも聞こえるように、補聴器を
つけて生活しています。
　しかし、補聴器をつけていても、すべての声
や音がきちんと聞こえるわけではありません。
　例えば、友達と話している時、周りの音が大
きいと相手の声が聞こえないことがあります。
話す相手との距離が離れれば離れるほど聞こえ
にくさも大きくなり、遠くから自分の名前を呼
ばれても気づけません。時には、家の中で家族
に呼ばれていることも分からないことがありま
す。同じ階にいるときでさえ上手く聞き取れな
いのです。そんな時は、家族から電話で呼ばれ
ます。「何回も呼んでるでしょ。」「聞こえなかっ
たん。」と注意されることがしょっちゅうです。
正直、「聞こえにくいんだからしょうがないで
しょ」と腹立たしく思う気持ちもあります。で
すが、何度も呼ばせて申し訳ないという思いも
あり、モヤモヤした気持ちになります。
　さらに、相手と話している時に聞きとれなく
て、「もう一回言って」と聞き返すことがあり
ます。そう言うと、相手から「本当に聞いてる
の」と疑われ、相手をイラつかせてしまいます。
　自分がうまく聞きとれないせいで、相手の機
嫌を損ねてしまう。それが怖くて、正確に聞きと
れなくても適当に相づちをうってしまいます。こ
うすれば、とりあえず話は分かったような雰囲気
を出したり、話を聞いていることをアピールした
りすることはできます。しかし、本当は何を言っ
ているのかが分からないので、「何で言われたこ
とができないの」「これ言われていることと違う
じゃん。」と、結局相手を怒らせてしまうのです。
　人と話す時以外でも困ることがあり、特に外
出したときにはヒヤリとする経験もしました。小
さな音が聞こえにくいので、後ろにいる自転車
に気付かず、ぶつかりかけたことがあります。
また、一車線で歩道と車道の区別がない道では、
後ろから車が迫っているかが分からず、自分で

車をよけることができません。いつまでも私が
道の端によらないからクラクションを鳴らされる
こともあります。音を頼りに判断することが難し
いので、危険な目に遭うことも多くなりました。
　聞こえにくい。それだけで人との会話や普段
の生活が難しくなりました。「昔はできていたの
に…」「前みたいに音や声がはっきり聞こえたこ
ろに戻りたい…」とやりきれなさを感じることも
増えました。けれど、周りの人の協力があり、今
では会話が楽しいと感じられるようになりまし
た。できるだけ近くで話してくれたり、聞き返し
てもいやな顔をせずにくり返し話してくれたりし
ます。そのおかげで困ることも少なくなりました。
　これから先、みなさんも難聴の方や聴力がお
とろえてきたお年寄りの方などと話すことがある
と思います。その時は、近くでゆっくりはっきり
と話してください。大きな声で話すことも大切
ですが、あまりに大声だと補聴器がハウリング
して、何を言っているか分からないことがありま
す。はっきりと言えば、声も聞き取りやすい上に、
口の動きで何を言っているかが分かるのです。
　実際に、ろう学校の先生に「相手の顔を見な
がら口をはっきり動かして話せば、唇の動きと
音を頼りに話の内容を聞き取れるよ」と言われ
たことがあります。そのことを意識してろう学
校の生徒と話すと、自分の言いたいことがきち
んと伝わって、楽しく会話をすることができま
した。また、ろう学校の先生方は、生徒と話す
とき、声がはっきり聞こえるようにマスクを外
して話したり、時には手話を使って伝わりやす
くしたりしておられました。
　このように話し方や伝え方を少し工夫すること
で、よりスムーズに会話ができるようになるのです。
　補聴器や人工内耳をつけていてもすべての声
や音を聞きとれるわけではない、そのことを理
解してほしいです。そして、たとえ聞こえにく
くても、相手と話したい、楽しく会話がしたい
という気持ちをもっています。だから、はっき
り話そうという思いやりの気持ちをもって話し
てくれると嬉しいです。みんなが気持ちよく、
楽しく会話ができるように、相手のことを考え
た話し方・伝え方をしてみませんか。

優　秀　賞

浜田市立金城中学校
２年　花田　愛実

思いやりのある会話
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　「時間がかかりすぎるやろ。もし間に合わん
かったら、３年生に申し訳ないよ。」
　今年の２月、３年生を送る会の企画を考える
僕に、もう一人の僕がそう言いました。確かに、
僕は何をやり遂げるにも時間がかかるのです。
自然と、時間がかかるということに、マイナス
のイメージを持っていました。
　しかし、僕にはやりたいと思っている案があ
りました。大きな紙に桜をちぎり絵で描きます。
桜の花びら一つ一つに、みんなでメッセージを
書きます。そして３年生が校舎をまわって帰っ
てきた最後に、その大きな桜が体育館のステー
ジ上で３年生を迎えるのです。それだけではあ
りません。３年生を送る会の翌日は卒業式当日。
大きな桜のちぎり絵を移動させ、校舎の中央階
段に、一段一段の高さに切って貼る。下から見
上げれば、階段全体が満開の桜の樹になるサプ
ライズです。
　悩む僕にもうひとりの僕が更に言います。「階
段の高さを測って全体の紙のサイズも計算せな
いかんよ。」「しかもメッセージが、切る線にか
からんように、考えて配置せんと。」「そんなん
考えたら、この企画をやりきるには準備に膨大
な時間がかかるよ。」「例年と同じ内容なら確実
に間に合うし、先輩たちも喜んでくれるって。」
　不安でいっぱいにもかかわらず、僕はその声
を振り切ることにしました。同級生がいたから
です。僕は小学生の時、同級生は一人もいませ
んでした。いつも一人で決め、やらなくてはな
りませんでした。しかし今は一人一人違った力
を持った信頼できる22人の同級生がいます。「み
んなでやってみよう。」　　
　それからの１か月、目が回りそうなくらいの

優　秀　賞

吉賀町立六日市中学校
３年　長藤　伊織

主人公

忙しさでしたが、たっぷり時間をかけて当日を
迎えました。会の中では３年生の笑顔があふれ
ていました。「楽しかった。」と言ってもらえた
うれしさは格別でした。そして翌日の卒業式の
朝。「うわあ」と言葉にならない驚きと喜びが
中央階段下にあふれていました。
　「時間をかけるって、悪くないな。」時間がか
かることにあったマイナスなイメージが変化し
ていました。今までお世話になった３年生へ思
いを込める時間はもちろん、仲間と作っていく
その時間そのものが大切だと感じました。
　そう思うと腑に落ちることがあります。僕は
味噌汁を作る時に鰹節を削って出汁をとりま
す。鰹節をわざわざ削らなくても、美味しい出
汁は手軽にとれるし、時短が可能なところです。
でも僕は、鰹節を削って出汁をとることに時間
をかけたい。削っているときのシュッシュッと
いう音、広がる香り、削るためにかけている時
間そのものが僕にとっては幸せなのです。大事
なのです。　　
　３年生を送る会での経験は、意志を持ってか
けた時間は、自分にとって豊かだと実感させて
くれました。「やらされている」とか、「なんと
なく」ではもったいないのです。何を選べば正
解かなど誰にもわからない。だからこそ、たと
え人から見たら効率が悪いように見えても、自
分が大事にしたいことに時間をかけていきた
い。時には歯をくいしばってでもかける時間。
そうしてかける時間こそが、自分なりの正解を
作るのだと僕は信じます。
　僕はこれから、覚悟を持って、自分が選び、
自分が納得できる時間を過ごしていきます。僕
の人生の主人公は僕でありたいから。
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　応援の持つ力とはどんな力だと思いますか。
体育祭などの学校行事や部活などで応援するこ
とがあると思います。応援されるとうれしいで
すよね。ですが、応援する理由とは何だろうと
思ったことはありませんか。私もありました。
でも、ある出来事があってから応援の持つ力に
ついて私なりに気づくことができました。
　私が中学２年生になってからの体育での出来
事です。私は、小さい頃から体力がなく、運動
が苦手でした。そのため体育の授業で行う体力
テストがあまり好きではないのです。「今年も
去年と同じかな。」とぼんやりと考えていると、

「長距離走あるんだって。」と友だちに言われま
した。私は「最後まで走り切れなかったらどう
しよう。」と不安になりました。
　そんなことがあって数日後、長距離走をする
日になりました。その日は体育の時間になるま
でずっと緊張と不安でいっぱいでした。長距離
走の番になり、私は「自分のペースで走れば大
丈夫。」と何度も自分に言い聞かせました。そ
して走り始めました。みんなが前へ前へ走る中、
私は自分のペースでゆっくりですが前に進みま
した。そうしないと最後まで走り切れる自信が
ありませんでした。それでも私が１周走り切る
前にみんなは２周目に入っていて、だんだん気
が焦ってしまいました。そして、気がつけば呼
吸が速くなっていました。それでもゆっくり進
んで、ようやく２周目を走り終えました。私が
３周目に入る頃にはほとんどの人が走り終えて
いました。その頃から「もう無理かも」とあき
らめそうになっていました。そんな自分が情け
なくて何度も泣きそうになりました。
　そのとき「めいちゃん！」と私の背後から声
が聞こえました。私が振り返るとそこには何人
もの友だちがいました。そして、私と走ってく

れたのです。走っているときもみんなは、「め
いちゃん、頑張れ。もう少しだよ。めいちゃん
のペースでいいんだよ。」と声をかけてくれま
した。元気をもらった私は最後の力をふりし
ぼって走りました。私が走り終えるとみんな私
のまわりに駆け寄ってきてくれました。それだ
けではなく、「お疲れ様。」「よく頑張ったね。」
と私に何度も言ってくれました。私はそのとき、
とてもうれしかったです。今も昨日のことのよ
うに鮮明に覚えています。
　私はみんなに応援してもらえたから最後まで
走り切れたんだと思います。応援がなかったら、
きっと途中であきらめていました。みんなが私
のことを心の底から思ってかけてくれた言葉だ
から、私の心に響いたのだと思います。
　私が小学校高学年の頃から、新型コロナウイ
ルス感染症の影響で、様々な場面で制限のある
生活が続きました。運動会をはじめ日々の授業
の中でも大きな声を出す活動はできず、友だち
との距離もとりながらの生活。仕方のないこと
ではありますが、どこか物足りなさや寂しさを
みんなが感じていたと思います。２年前に開催
されたオリンピックは無観客だったことを思い
出しました。今年、テレビをつけるといろいろ
なスポーツの試合で、マスクを外し、笑顔で、
大きな声を出して応援している様子が見られま
す。きっと頑張る選手たちは、私のように持っ
ている力以上の力を発揮できているのではない
でしょうか。
　応援の力は偉大です。人が人を応援すること
には素晴らしい力があります。私もこれから周
りのみんなを応援していける人になりたいで
す。頑張る人のことを心から思って、頑張る人
が笑顔になれる応援をしていきたいです。

優　秀　賞

邑南町立石見中学校
２年　三浦　萌衣

応援の力
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　心に残る一言、誰にでもあると思います。
　「誕生日はな、お母さんにありがとうを伝え
る日なんやで。」
　12歳の私の誕生日、お祝いに来てくれた母の
友達が私に言った言葉です。
　「誕生日をお祝いしてくれてありがとう」、「プ
レゼントをくれてありがとう」、「ケーキを買って
くれてありがとう」はもちろんですが、誕生日の
日は、生んでくれたことに感謝して、お母さん
にありがとうを伝える日なのだと教えてくれまし
た。生まれてきたことそのものが、当たり前では
なく、感謝すべきことなのだと。私が今、こうし
て沢山のことを経験しながら楽しい毎日を過ごせ
ているのも母が私を生んでくれたからなのです。
　生まれてきてくれてありがとう、産んでくれ
てありがとう。人は産まれた瞬間から、温かい
気持ちの「ありがとう」に包まれます。
　当たり前のことですが、感謝の気持ちは生き
ていくうえで、忘れてはいけない大切な気持ち
だと思うのです。
　「ありがとう」この一言は、誰が言っても言
われても、聞こえてきても、気持ちがうれしく
なる言葉です。誰かに何かをしてもらった時、
支えてもらった時、助けてもらった時などに自
然と出る感謝の言葉は、「ありがとう」です。
心の距離が縮まる素敵な言葉だと思います。
　「ありがとう」を漢字で書くと、「有る」に「難
しい」と書いて「有難う」になります。有るこ
と自体が難しい、めったにない、という意味に
なるそうです。めずらしいこと、めったにない
ことの反対は、よくあること。つまり、当たり
前にあること。そのことから、「ありがとう。」
の反対の言葉は「当たり前」になるそうです。
　私達は、毎日、沢山のことを当たり前のように
過ごしています。ご飯が食べられること、学校
でみんなと勉強が出来ること、大好きな部活動
が出来ること、そばにいてくれる家族がいること。
当たり前にある普段の生活は、当たり前ではな
く、ありがたいことなのです。自然災害、交通
事故など私達の日々の日常はいつ奪われてしま

うかわかりません。コロナウィルスが世界をおび
やかしたように突然、ウィルスや細菌感染によっ
て予期せぬ病気にかかり、今当たり前にできて
いることができなくなる日がくることがあるかも
しれません。今、当たり前に過ごしている日々の
中で、関わる人や出来事全てに感謝することが
悔いのない人生につながるのだと思います。
　ＳＮＳを使うことが当たり前になっている今、
いつ、どこでも伝えられるという現状に慣れ、伝
えないままでいる言葉や思いに気づきにくくなっ
ています。私たちは自分自身の心と向き合って、
一つ一つの言葉を大切に伝えるということにつ
いて考える必要があるのではないでしょうか。
　私の母は私を育てるために毎日夜遅くまで仕
事をしています。忙しい日常のなかでも私の
ちょっとした変化に気がつき、悩んだときには
一緒に悩んでくれます。うれしいことがあった
ときには自分のことのように喜んでくれます。

「誕生日はな、お母さんにありがとうを伝える
日なんやで。」この言葉を聞いて、母という存
在のありがたみに気がつくことができました。
　当たり前を当たり前に思うのではなく、当た
り前が当たり前でいられることに感謝する気持
ちを、私たちは忘れてはいけません。
　私は今年で15歳になります。この15年間の間
でも何千回、何万回と沢山の人に助けられてき
たからこそ、今の自分があると思います。
　これからも、きっと今まで以上に助けられるこ
とがあるはずです。家族へのありがとう。友だ
ちへのありがとう。先生へのありがとう。自然豊
かな町にありがとう。探せば探すほど私たちの
周り、日常にはありがとうがあふれているのです。
日々、様々なことに感謝して過ごしていきたいと
思います。中学３年生、義務教育が終わってい
く今、感謝することを改めて考え、自分の目指
す進路に向けて進んでいきたいと思います。
　今年の誕生日には、毎日、当たり前の様にそ
ばにいて支えてくれている母へ、心からの「あ
りがとう。」を言葉にして伝えます。

優　秀　賞

江津市立江東中学校
３年　安部　愛美

当たり前にありがとう
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　命ってどんなものだろう。一人に一つしかな
い大切なもの。失われたら二度と取り戻せない
もの。それなのに、今世界では、多くの命が失
われています。
　私は、小学校の修学旅行で、広島の平和記念
公園に行きました。その時、私の心に深く刻ま
れたのは、原爆資料館でした。そこで見た光景
は、そのときの私にとって恐怖、そして涙があ
ふれてくるような、悲しいものでした。黒く焼
けた人、ケロイドの残る体。私は息をのみ、足
がすくみ、一歩も歩けませんでした。
　一緒にいた友達が、私の腕を抱えてくれな
かったら、私は最後まで歩くことができなかっ
たと思います。
　私は平和公園に行き、平和の大切さを学習し
たのではなく、戦争の怖さ、悲惨さを学習した
のではないかと思いました。なぜそんなことをし
なくてはならないんだ。私はその晩15分おきに目
が覚めていたことを覚えています。今でも目を
閉じると、資料館で見たものが浮かんできます。
　しかし、あれから一年近く経ち、気づいたこ
とがあります。私は大事なものを見逃していま
した。資料館の中には、回復を信じて折り続け
た小さな鶴、焼け野原で必死に生き抜いた人々
の姿があったのです。
　あの時の私にとっては恐怖だったかもしれな
い。でも、私は怖いものを見に行ったわけでは
ありません。私が目を背けていたもの。苦しく
ても、悲しくても、必死に生き抜いたその生き
様こそが、平和学習だったのです。
　私が、この平和学習を通して一番に感じたの
は、命の尊さです。そして自ら命を絶たないで
ほしい、ということです。
　そんなことは分かっている。どうでもいい。命
が大事とは思っていない。もう終わってしまえ。
　そう思っている人は、どうしたら変わってく
れるのだろう。
　平和記念公園に行ったら。昨日まで一緒にい

た人ともう二度と会えなくなったら、大切な人
に「生きろ」と言われたら、彼らは変わり、生
き続けることができるのだろうか。
　生きる理由ができたら、何か目標があったら、
生きる希望が生まれるのだろうか。
　私は、自ら命を絶つ人が置かれている状況と
戦争は、似ているのではないかと思います。
　自ら命を絶ってしまう人にとって、ＳＮＳや
学校、会社など、今生きている場所こそが戦場
ではないでしょうか。世の中では、多くの人々
がいろいろな場所で戦っています。そして戦争
も世界各地で起こります。人は人を簡単に傷つ
け、殺してしまうのです。
　そんな命って何だろう。私は、命はきっと、
私たち一人一人に与えられた小さな灯火ではな
いかと思います。大きく燃え上がることもあれ
ば、一瞬にして消えてしまうこともある。
　そんな私たちの命の灯火を、いじめや戦争で
なくしていいわけがありません。
　私の願いは、誰もが一年でも、一日でも長生
きしてほしい、少しでも命を灯し続けてほしい
ことです。戦争やいじめの本当のありさまを、
私は知らないかもしれません。でも、その人の
気持ちを想像し、心に寄り添うことはできると
思います。
　原爆資料館で私に寄り添ってくれた友達のよ
うに、灯火にはぬくもりがあります。私の小さ
な行いが、誰かの心を温めることができるなら。
灯火は希望の光です。広島で見たように、人々
が必死に生きようとする姿から、平和への希望
を感じることができたなら。
　私たちを取り巻く世界は、ほんの少し変わる
かもしれません。
　皆さんも、命の灯火を燃やしてみませんか。
　私も自分にできることを実践し、今日も、明
日も、強く願い続けます。

「今日は、悪いニュースがありませんように。世
界中の命の灯火が、大切にされますように。」と。

優　秀　賞

大田市立大田西中学校
１年　辻　瑚乃美

一つの灯火
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令和５年度 少年の主張島根県大会開催要項
（第52回 島根県少年弁論大会）

１．趣　　旨　　　　中学生自らが社会の一員であることを自覚し、責任感に目覚め、健やかに成長するこ
とが求められている。この「少年の主張島根県大会」は、明日を担う中学生が日常生活
を通じ、日頃考えたり感じたりしたことを広く発表することにより、中学生の自立心を
育てる機会とするとともに、視聴する親や大人の青少年健全育成に対する深い理解・関
心、協力を求めようとするものである。

２．主　　催　　　青少年育成島根県民会議　　島根県中学校長会（主管：江津市中学校長会）
　　　　　　　　　独立行政法人 国立青少年教育振興機構

３．共　　催　　　江津市教育委員会

４．後　　援　　　島根県　　島根県教育委員会　　島根県警察本部　　　　江津市
 江津市青少年健全育成協議会　　島根県ＰＴＡ連合会　　江津市ＰＴＡ連合会

５．開催日時　　　令和５年９月28日（木）10：30～15：30

６．開催場所　　　江津市総合市民センター（ミルキーウェイホール）  
〒695-0011　江津市江津町1110-17（電話0855-52-2155）

７．発 表 者　　　　県内在住の中学生及びそれに相応する学籍又は年齢にある者（国籍は問わないが、日
本語で発表できること）で、地区中学校長会長より推薦された者。（地区別の定員は別
表のとおり）ただし、県大会開催地区に限り定員より１名追加して推薦することができ
る。（発表順は別途事務局にて抽選）

 ※�各地区の少年の主張地区大会実施に際して、地区内に特別支援学校・私立中学校がある
場合、地区大会事務局はその地区の特別支援学校にも地区大会の案内を送付すること。

８．実施方法　　　⑴発表時間　５分程度（６分以内を厳守）とする。（400字詰原稿用紙４枚程度）
⑵発表内容　①社会や世界に向けての意見、未来への希望や提案など。
　　　　　　② 家庭、学校生活、社会（地域活動）及び身の回りや友達との関わりなど。
　　　　　　③ テレビや新聞などで報道されている社会のさまざまな出来事に対する意

見や感想、提言など。

⑶発表の様子の全部または一部は報道機関、ケーブルTV等により広報されることがある。

９．審査委員　　　別に定める。

10．表　　彰　　　審査の結果、次の区分により発表者全員に賞状及び賞品を授与する。
　島根県知事賞　　　　１名（県代表）　　島根県教育委員会教育長賞　　　１名
　島根県警察本部長賞　１名　　　　 　　青少年育成島根県民会議会長賞　１名
　審査委員特別賞　　　２名　　　　 　　優秀賞　　　　　　　　　　　　10名

11．発表作品の送料等　　　　送付にかかる費用は主催者が負担する。

12．提出物及び提出先
　　　各地区代表中学校長は、  別紙  に定める提出物を提出日までに、島根県民会議事務局まで提出する。
　　　【提出先】青少年育成島根県民会議　〒690-8501　松江市殿町１　県庁青少年家庭課内
 ＴＥＬ：0852-22-6524　　ＦＡＸ：0852-22-6045
 ｅ-mail：nobinobi@shimane-youth.gr.jp

13．そ の 他　　　・ 県代表者の発表は中四国ブロック枠で発表原稿、動画で審査され、各ブロック代表者（２
名）は、「第45回少年の主張全国大会～わたしの主張2023～」［主催：（独）国立青少
年教育振興機構　令和５年11月12日（日）開催　於：国立オリンピック記念青少年
総合センター］に出場する。

　以上、３つの中のいずれかに該当し、心からの思いや考えたこと、感銘を受
けたことなどを、中学生らしい自由でユニークな発想で、飾り気のない言葉で
まとめたもの。
　また、商業的な固有名詞の使用は極力避けるようにする。
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審　査　委　員
元山陰中央新報論説委員長（審査委員長） 松本　英史 様
島根日日新聞社論説委員 前田　幸二 様
島根県警察本部少年女性対策課課長補佐 上田いずみ 様
島根県教育庁浜田教育事務所指導主事 永安　裕子 様
江津市青少年健全育成協議会副会長 井上　和子 様
江津市教育委員会教育委員 佐々木勝二 様
江津市小学校長会長（江津市立高角小学校） 舟木　志郎 様

来　　　　　賓
島根県知事 丸山　達也 様
島根県議会議長 園山　　繁 様
島根県教育委員会教育長 野津　建二 様
島根県教育委員会委員 池田眞理香 様
島根県教育委員会委員 朋澤　公香 様
島根県教育委員会委員 河上　史子 様
島根県教育委員会委員 原田　雅史 様
島根県教育委員会委員 生越　洋子 様
島根県教育委員会教育監 柿本　　章 様
島根県警察本部長 中井　淳一 様
島根県警察本部少年女性対策課長 岩垣　善保 様
島根県浜田児童相談所長 長谷川美穂 様
島根県教育庁浜田教育事務所長 堀　　康弘 様
島根県江津警察署長 飯塚　誠司 様
島根県教育研究会会長（松江市立本庄小学校） 福間　敏之 様
島根県ＰＴＡ連合会会長 坂手　洋介 様
江津市長 中村　　中 様
江津市議会議長 藤間　義明 様
江津市教育委員会教育長 田中　利德 様
江津市教育委員会教育委員 福田　市子 様
江津市教育委員会教育委員 多田　令子 様
江津市教育委員会教育委員 岡田　亮祐 様
江津市学校教育研究会会長（江津市立津宮小学校） 土井　伸一 様
江津市ＰＴＡ連合会副会長 平下　智隆 様
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令和５年度　「少年の主張島根県大会」
地区大会概要一覧

地 区 名 学校数 出場枠 地区大会
開 催 日

地区大会
開催場所

松　　江 19 2 ８月29日（火） 松江市市民活動センター

安　　来 5 1 ８月29日（火） わかさ会館
（伯太中央交流センター）

出　　雲 15 2 ９月４日（月） 出雲市立大社中学校

雲　　南 7 1 ８月30日（水） 雲南市立木次中学校

飯　　石 2 1 ９月１日（金） 飯南町立頓原中学校

仁　　多 2 1 ８月31日（木） 奥出雲町立仁多中学校

浜　　田 9 1 ８月31日（木） 三隅中央会館

大　　田 6 1 ９月１日（金） 大田市立北三瓶中学校

江　　津 4 2 ９月１日（金） 桜江総合センター

邑　　智 6 1 ９月５日（火） 矢上交流センター

益　　田 9 1 ９月１日（金） 島根県芸術文化センター

鹿　　足 5 1 ８月31日（木） 吉賀町立柿木中学校

隠　　岐 7 1 ９月７日（木） 隠岐島文化会館

＊出場枠：開催地の江津市は１名追加
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令和５年度 少年の主張全国大会　審査結果
期日／令和５年11月12日（日）　13時～16時
会場／国立オリンピック記念青少年総合センターカルチャー棟大ホール

ブロック 評価結果 都道府
県名 学校名 氏　名 テーマ

１ 中
国
・
四
国

島 根 県 雲南市立木次中学校 髙　橋　りりあ
誰かの「自分らしさ」を

支えるために

２ 内閣総理大臣賞 鳥 取 県 米子市立東山中学校 矢　曳　未　来 私が歩む夢への道

３
九
州

福 岡 県 苅田町立苅田中学校 福　江　日陽莉 未来への第一歩

４ 鹿児島県 いちき串木野市立
串木野西中学校 箕　輪　碧　泉 循環型社会に向けての責任

５ 北
海
道
・
東
北

文部科学大臣賞 山 形 県 酒田市立第一中学校 冨　樫　蒼　汰 大切な家族

６ 審査委員長賞 北 海 道 下川町立下川中学校 三　浦　かんな 恨みを愛へ

７
関
東
・
甲
信
越
静

長 野 県 長野県長野盲学校 井　出　真奈史 「自立」というかたち

８ 神奈川県 横濱中華學院中学部 小　林　慈　月 「善意のバトン」をつないで

９ 茨 城 県 潮来市立日の出中学校 根　本　泰　誠 真の友情

10

中
部
・
近
畿

京 都 府 相楽東部広域連合立
笠置中学校

アブドゥル
フセイン・ナジュマ

おばあちゃんが

教えてくれたこと

11 青少年教育振興
機構理事長賞 愛 知 県 常滑市立常滑中学校 竹　内　愛　子

ガチャガチャ言っても

始まらないか！

12 富 山 県 富山市立芝園中学校 吉　越　帆　高 一人の人間として

※全国大会開催要綱より抜粋
表　彰
　全国大会出場者全員（12名）に国立青少年教育振興機構理事長より奨励賞、全国大会出
場者に選考されなかった都道府県代表者全員（35名）に同理事長より努力賞を贈ります。
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私が歩む夢への道
全国大会　内閣総理大臣賞

鳥取県　米子市立東山中学校
３年　矢曳　未来

　私は障がいを持っている障がい者だ。生まれ
つきではなく、６年前に交通事故に遭ったこ
とで後遺症が残ってしまったのだ。事故後の
ショックで歩けなくなった。記憶力が低下した。
集中力が続かなくなり、些細なことで疲れて怒
りっぽくなった。私はその後遺症を負ったこと
で、できないことが増えた。生活に関する不自
由、勉強に関する不自由、その他色々なことで
前の自分のほうが良かったと思う。最近は怒り
の気持ちより、悲しみの気持ちが増えたように
思う。　
　私には二つ上の姉がいる。私は今、中学校３
年生だから、高校進学を考えたときに真っ先に
頭に浮かんだのは姉だった。姉と同じ高校に行
きたいと思った。けれど、それはとても難しい
選択だと知っていた。私には障がいがあり、姉
とは違うからだ。障がいを負ったことで、勉強
に集中して取り組むことが難しくなり、できる
ことよりできないことが増えた私に高校進学な
んてできるだろうかと考えた。今は自分の体の
状態が少しずつわかってきたからこそ言えるこ
とだが、私には普通校進学は難しいのだろうと
考えている。けれど、前は変わった自分を受け
入れたくなかった。やれば私はできる。元のよ
うに戻れると考えていた。そう思って中学校に
通ってきたが、今となってはそれも難しいとい
うことを知った。大きくなるにつれ、自分の体
がわかってきたからだ。自分を知るというのは、
辛いことなのかもしれない。私は、そのことを
理解したときから、なんだか体の力が抜けて悲
しくなった。私は、もしかしたら小学校から中
学校に上がるとき、事故に遭う前の自分に戻り
たくて、姉と同じ東山中学校を選んだのかもし
れない。
　そんな理由で選んだ中学校だけど私は今、そ
の選択をして良かった、幸せだと思う。なぜな
ら中学校に通っていると、先生たちが私を本当

に大切にしてくれているということがわかるか
らだ。それは、私が今、何よりも欲している気
持ちだ。また、中学校に通うことで、同級生と
一緒に勉強をすることができた。勉強だけでは
なく、色々なことに挑戦させてもらえた。委員
会活動や応援団に参加することができた。そし
てこの３年間を通して、私は全てが全て融通が
効くわけではないということも知ることができ
た。
　私は大人になったら、支援学校や支援学級の
教師になりたい。中学校の先生達が私を大切に
してくれているように、私も教師になったら、
支援学校や支援学級の子供達を大切にしたい。
生まれつきの障がいがあったり、体が不自由で
普通校には通えなかったりする子供達に「あな
た達には居場所がある、一人ではない」という
ことを知ってもらいたい。そのために私は自分
を見つめ、自分にできることを探していきたい。
だから私は、高校は養護学校に行きたい。養護
学校で自分の可能性を見つけ、自分にできるこ
と、誰かの役に立てることを探していきたい。
　私は最初からこのような考えを持っていたわ
けではない。最近になってやっと「できない自
分」を受け入れられるようになってきたのだ。
小さい頃から頑固で、これだと決めれば、周り
の人の言うことなんて聞かなかった。だから事
故に遭って同年代の人達より、できないことが
増えたということが、ものすごくコンプレック
スだった。
　けれど、もうそれは過去の話だ。今の私はこ
うなのだから仕方がない。この考えは、自分は
できないと諦めたのではなく、自分を認めたの
だ。私は、私なりの道を歩むことを願う。私は
自分の歩幅でゆっくりゆっくり「私の夢」を叶
えようと思う。目的地へ時間をかけて進んでゆ
くカタツムリのように。私の夢はどこまでも続
いていく。
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あ と が き

　令和５年度「少年の主張島根県大会」の報告書をお届けします。今年度の大会は江津市
総合市民センターを会場に行われ、県内13地区から選抜された16人の皆さんが出場しま
した。
　コロナ禍での生活の影響からか、ここ数年は自分と家族、友達との関わり、自分自身へ
の問いかけ、悩み、繊細な心の様子を発表された方が多かったように思います。今大会で
は、行動範囲が少しずつ広くなったことにより、周囲との関わりの中で自分らしさを見つ
けたり、自己肯定感を高めたり、世の中のために役に立ちたいという発表が見受けられま
した。どの発表者も堂々と発表され、猛練習した姿が目に浮かぶようでした。なかでも県
知事賞を受賞された作品は、審査の重要な要素である論旨がしっかりしており、表情豊か
に落ち着いて発表する姿が印象的でした。
　今大会は４年ぶりの対面開催となりました。中学生の生の声を聞くことができ、大人も
含めた聴衆が、それぞれの発表者の主張に対して思いをはせることができました。改めて、
人を前にして自分の思いを言葉で伝えたり聴いたりするコミュニケーションの大切さを感
じたところです。
　この報告書には、県大会で発表された16作品と、全国大会で内閣総理大臣賞を受賞さ
れた作品を掲載しています。多くの皆さんに読んでいただき、発表者の思いが一人でも多
くの方に伝わり、青少年育成に各分野で活かされることを願っています。
　令和５年11月

令和５年度「少年の主張島根県大会」
審査委員長　松本　英史
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